
船舶事故調査報告書 

令和５年２月８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 令和３年１１月２８日 ０９時４０分ごろ 

発生場所 石川県七尾市庵
いおり

漁港南方沖 

 庵港北防波堤灯台から真方位１８３°１,０５０ｍ付近 

 （概位 北緯３７°０１.８′ 東経１３７°０２.９′） 

事故の概要  プレジャーボートSquid
ス キ ッ ド

53 は、航行中、船長及び同乗者が落水し、

船長が負傷した。 

事故調査の経過 令和４年２月１７日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート Squid53、５トン未満（長さ２.９１ｍ） 

 ２４０－６２８９２富山、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 軽傷 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 １、視界 良好 

海象：波向 北東、波高 約１.０ｍ、潮汐 下げ潮の初期、 

海水温度 約１７℃ 

 事故の経過  本船は、船外機付きのゴム製ボートで、船長が１人で乗り組み、同

乗者１人を乗せ、釣りの目的で、七尾市所在の海水浴場（以下「発航

地」という。）から発航し、発航地の北東方沖から南進しながら釣り

を行った。 

船長及び同乗者は、風が強くなってきたので帰航することとし、発

航地の東方沖から発航地に向けて、船長が船尾側に、同乗者が船首側

にそれぞれ座った姿勢で、海岸線から約１５０ｍ沖に築造された潜堤

と潜堤の間を西進中、波で船体が動揺した際にそれぞれ落水した。 

船長は、航行中、潜堤と潜堤の間を通過しようとしたときに波が高

くなって船尾部が持ち上がり、続いて左舷側に船体が動揺した際に落

水したと本事故後に思った。 

同乗者は、落水後、泳いで発航地にたどり着き、落水した旨を携帯

電話で１１８番通報した。 

船長は、落水後、釣り具入れにつかまり漂流していたところ、来援

した水難救難隊員に救助され、救急車により病院に搬送されたのち低

体温症と診断された。 

本船は、巡視艇により庵漁港にえい
．．

航された。 

船長及び同乗者は、ベスト型の膨張式救命胴衣を着用していた。 

本船の喫水は、船首約０.４ｍ、船尾約０.３ｍであった。 



気象庁のホームページによれば、うねりは、水深の浅い海岸（防波

堤、磯、浜辺など）付近では海底の影響を受けやすく、沖から来たう

ねりが海岸付近で急激に高波になることがある。 

分析  本船は、発航地に向けて航行中、潜堤と潜堤の間でうねりによる高

波を受けて船体が動揺したことから、船長及び同乗者が落水し、船長

が負傷したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、発航地に向けて航行中、潜堤と潜堤の間でうね

りによる高波を受けて船体が動揺したため、船長及び同乗者が落水し

たことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、潜堤間の通路等、水深の浅い海岸付近ではう

ねりが急激に高波となることがあるので、注意して航行するこ

と。 

 


